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会
場
の
「
あ
び
ら
Ｄ
51

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
向
か

う
べ
く
、
追
分
駅
で
下
車

す
る
と
、
待
合
室
に
さ
ま

ざ
ま
な
鉄
道
関
連
の
資
料

が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
か

つ
て
機
関
区
が
あ
っ
た

「
鉄
道
の
ま
ち
」
の
歴
史

を
今
に
伝
え
て
い
る
。
追

分
駅
は
、
12
月
14
日
に
室

蘭
―
岩
見
沢
間
を
走
っ
た

最
終
列
車
の
停
車
駅
で
あ

っ
た
ほ
か
、
10
日
後
の
24

日
夜
に
夕
張
駅
を
発
車
し

た
石
炭
列
車
（
こ
れ
が
正

真
正
銘
の
最
終
定
期
運

行
）の
終
着
駅
。ま
さ
に
Ｓ

Ｌ
終
焉
の
地
な
の
で
あ
る
。

　

た
だ
、
昔
日
の
賑
わ
い

は
遠
い
別
世
界
の
よ
う
で
、

駅
は
静
ま
り
返
っ
て
い

た
。
追
分
駅
が
あ
る
室
蘭

線
の
沼
ノ
端
―
岩
見
沢
間

は
、
輸
送
密
度
が
２
０
０

人
以
上
２
０
０
０
人
未
満

の
「
黄
線
区
」
の
ひ
と
つ

に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
将

来
的
な
存
続
が
危
ぶ
ま
れ

て
い
る
。
駅
の
閑
散
ぶ
り

と
は
対
照
的
に
、
鉄
道
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
道
の

駅
は
フ
ァ
ン
の
支
持
が
高

く
、
毎
年
、
上
位
人
気
を

キ
ー
プ
し
て
お
り
、
こ
の

日
も
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
者

を
含
め
、
多
く
の
人
で
活

況
を
呈
し
て
い
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
第
１

部
「
歴
史
的
意
義
～
石
炭

輸
送
か
ら
始
ま
る
鉄
道
」、

第
２
部
「
１
９
７
５
・

12
・
14　

Ｓ
Ｌ
終
焉
～
そ

れ
ぞ
れ
の
回
顧
録
」、
第

３
部
「
鉄
道
遺
産
～
地
域

に
よ
る
継
承
と
未
来
」
の

３
部
構
成
。
街
歩
き
研
究

家
の
和
田
哲
氏
が
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、
１

部
で
は
東
武
博
物
館
常
務

理
事
の
浜
田
晋
一
氏
と
釧

路
市
立
博
物
館
の
石
川
孝

織
氏
が
登
壇
し
、
浜
田
氏

は
Ｓ
Ｌ
動
態
保
存
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
た
。

　

東
武
と
北
海
道
の
間
に

は
、
実
は
深
い
つ
な
が
り

が
あ
る
。
現
在
、
同
社
が

保
有
す
る
３
機
の
Ｃ
11
の

う
ち
、
２
０
７
号
機
は
長

く
北
海
道
で
活
躍
し
、
引

退
後
は
Ｓ
Ｌ
観
光
列
車

の
「
ニ
セ
コ
」
や
「
冬
の

湿
原
号
」
に
使
用
さ
れ
て

い
た
。
１
２
３
号
機
の
ほ

う
は
、
滋
賀
県
か
ら
北
の

大
地
に
渡
り
、
釧
路
の
雄

別
炭
礦
鉄
道
や
釧
路
開
発

埠
頭
で
貨
物
輸
送
に
従
事

し
て
い
た
。
そ
の
後
、
江

別
市
で
静
態
保
存
さ
れ
て

い
た
も
の
を
２
０
１
８
年

に
移
送
し
、
地
道
な
復
元

作
業
を
経
て
、
２
０
２
２

年
に
復
活
を
遂
げ
た
の
で

あ
る
。
ま
た
、
Ｃ
11
が
牽

引
す
る
14
系
客
車
の
う
ち
、

２
両
は
Ｊ
Ｒ
北
海
道
か
ら

譲
受
し
た
車
両
で
、
オ
ハ

14
‐
５
０
５
の
ほ
う
は
、

か
つ
て
夜
行
急
行
「
は
ま

な
す
」
の
ド
リ
ー
ム
カ
ー

と
し
て
愛
さ
れ
て
い
た
貴

重
な
車
両
だ
。

　

後
世
に
残
す
べ
き
鉄
道

文
化
の
価
値
を
し
っ
か
り

と
理
解
し
、
有
効
活
用
し

た
う
え
で
集
客
に
つ
な
げ

て
い
る
東
武
の
手
法
は
、

北
海
道
が
参
考
に
す
べ
き

点
も
多
い
よ
う
に
思
う
。

　

一
方
、
自
身
も
鉄
道
好

き
と
い
う
石
川
氏
は
、
北

海
道
の
石
炭
産
業
に
お
い

て
鉄
道
が
果
た
し
て
き
た

功
績
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　

２
０
１
９
年
に
炭
鉱
鉄

道
と
し
て
最
後
ま
で
残
っ

て
い
た
釧
路
市
の
太
平
洋

石
炭
販
売
輸
送
臨
港
線
が

廃
止
さ
れ
、
２
０
２
０
年

３
月
に
は
神
奈
川
県
川
崎

市
の
扇
町
駅
と
埼
玉
県
の

熊
谷
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
を

結
ぶ
石
炭
列
車
が
運
行
休

止
に
。「
こ
れ
に
よ
っ
て
、

日
本
国
内
か
ら
鉄
道
に
よ

る
石
炭
輸
送
が
完
全
に
終

了
し
た
」
と
説
明
す
る
と
、

参
加
者
は
感
慨
深
げ
に
耳

を
傾
け
て
い
た
。

　

石
炭
産
業
の
衰
微
は
、

ま
ち
の
活
気
を
失
わ
せ
た

石
炭
列
車
が
果
た
し
た
役
割

ゆ
か
り

の　

地

安
平
町
で
記　
　

念

フ
ォ
ー
ラ
ム
開　
　

催

Ｓ
Ｌ
ラ
ス
ト
ラ
ン
か
ら
50
年
―
―

さ
い
た
ま
市
の
鉄
道
博
物
館
か　
　

ら 「
中
継
」も

▲道の駅で展示されているＤ51 320 号機
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１
９
７
５
（
昭
和
50
）
年
12
月
14
日
は
、
日
本
の
鉄
道
史
に
お
け
る
エ
ポ
ッ
ク
メ
ー
キ

ン
グ
な
一
日
と
い
え
る
。
明
治
期
か
ら
日
本
の
発
展
を
牽
引
し
続
け
て
き
た
Ｓ
Ｌ
が
、
完

全
に
姿
を
消
し
た
の
だ
。
そ
の
舞
台
は
北
海
道
の
室
蘭
本
線
で
あ
り
、
全
国
か
ら
集
ま
っ

た
フ
ァ
ン
の
フ
ィ
ー
バ
ー
ぶ
り
は
、
い
ま
も
語
り
草
に
な
っ
て
い
る
。

　

Ｓ
Ｌ
ラ
ス
ト
ラ
ン
か
ら
ち
ょ
う
ど
50
年
目
に
当
た
る
２
０
２
５
年
12
月
14
日
、
安
平
町

の
道
の
駅
「
あ
び
ら
Ｄ
51
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
主
催
・
空
知
総
合
振

興
局
）
が
開
催
さ
れ
た
。
Ｓ
Ｌ
最
後
の
力
走
を
追
っ
た
カ
メ
ラ
マ
ン
が
当
時
の
思
い
出
を

語
っ
た
ほ
か
、
さ
い
た
ま
市
の
鉄
道
博
物
館
か
ら
の
「
中
継
」
で
は
、
最
終
列
車
に
乗
務

し
た
機
関
助
士
が
50
年
ぶ
り
に
Ｃ
57 

１
３
５
機
と
感
動
の
対
面
を
果
た
す
場
面
も
。
有

識
者
に
よ
る
提
言
も
あ
り
、
北
海
道
の
鉄
路
が
縮
小
す
る
な
か
、
改
め
て
鉄
道
の
価
値
を

考
え
る
機
会
に
も
な
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
・
内
海　

達
志
）
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